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組織部の活動について
～公益ボランティア事業の再開～

愛臨技渉外部門に属する組織部は、担当副会長、部長、担当理事、
5名の地区理事、12名の組織部員から構成されております。少し複雑
な構成ではありますが、これも事業内容が研修会事業だけでなく公益
ボランティア事業、地区活動、施設対象のアンケート事業など、多岐
にわたり、多くの会員の協力を必要とするためです。

組織部の活動として「国民の健康づくり、健康意識の向上や臨床検
査技師の認知度アップ」を目的として日臨技が11月に全国展開してい
る全国「検査と健康展」の開催や、春日井市で市民対象に開催される「健
康救急フェスティバル」での啓発活動。春先に行われる新人技師を対
象としたフレッシュセミナー、愛知県臨床検査技師長協議会との共催
企画「管理運営研修会」、各地区で行われる「地区研修会」、昨年度の法
改正に伴い始まった「タスクシフト／シェア厚生労働大臣指定講習会」
の運営、また、毎年行われる会員施設を対象とした実態調査「組織部
アンケート事業」などに取り組んでおります。

2020年からは新型コロナウイルス感染症の流行により大半の事業
が中止に追い込まれていましたが、各講習会などは Web を利用した
オンデマンド講習会に形を変え、さらに現地とのハイブリッド開催な
ど取り入れ再開されています。

公益事業においても感染対策を講じながらではありますが、先月に
は3年ぶりに「春日井健康救急フェスティバル2022」が現地にて開催
され、病院の検査を体験して頂きました。子供たちが興味深く顕微鏡
を使って血液細胞を覗く姿や、描出される超音波画像を不思議そうに
観察する姿も現地ならではの体験企画でした。

11月にはこちらも3年ぶりとなりますが、全国「検査と健康展」を現
地開催で準備を進めております。県民とのふれあうイベント事業も日
頃接している技師と患者の関係とは一味違った雰囲気のなか楽しめる
と思います。例年、名古屋市内で開催しておりましたが、本年度は新
型コロナウイルス感染症の流行を考慮し、名古屋市外にて開催させて
いただきます。

組織部事業は会員の皆さまのご協力で成り立っている事業です。今
後とも皆さまのご協力、何卒よろしくお願いいたします。

組織部長　和出　弘章



地 区 だ よ り

名古屋市立大学医学部附属東部医療
センターは、1890年に愛知県から引き
継いだ伝染病患者のための隔離病舎を
1901年に避病院として開設され、1957
年に現在地（名古屋市千種区）に移転し、
名古屋市立東市民病院に改称されまし
た。以来、救急診療棟、心臓血管センター・
脳血管センターを次々に開設し、地域の
中核病院として救急医療をはじめ、心臓
血管・脳血管に対する高度・専門医療の
分野で地域医療に貢献しています。その
後、2011年には名古屋市立東部医療セ
ンター、2021年4月より名古屋市立大
学医学部附属東部医療センターと改称さ
れ、365日24時間患者さんを受け入れ

る「断らない救急」の実現と医療機能のさらなる充実・強化をめざして新たなスタートを切りました。
また、当院はエイズ拠点病院及び熱帯病治療薬研究班の薬剤使用機関であります。2021年3月には、新型コロ

ナウイルス感染症の感染拡大に伴い、感染症専門病床を新たに22床整備し多くの患者さんの対応にあたり、第
二種感染症指定医療機関の役割を担っています。

次に当院のある千種区の紹介をします。当院の隣には千種公園があり、毎年6月上旬には約22種1万株のユリ
が咲き誇ります。様々な種類のユリが優雅に咲いており、とても
心が癒されるユリ園です。

また、今池周辺には中華料理店が多く、特に有名なのが、中日
ドラゴンズファンが集まる「ピカイチ」と、台湾料理で有名な「味
仙今池本店」です。個人的には、ビールによく合うピカイチの「大
根と白肉の煮込み」、味仙の「青菜炒め」がお勧めです。

まだ、新型コロナウイルス感染症の完全収束には至っていませ
んが、千種区を訪れる機会がありましたら、ぜひ一度お立ち寄り
ください。

尾張東地区
名古屋市立大学医学部附属東部医療センター　中央検査科　北村　　勇

愛臨技HP　求人情報掲載
愛臨技 HP に臨床検査技師求人情報の掲載

を始めました。
掲載を希望される会員は、愛臨技 HP 会員

サイト内「各種手続き」、「求人掲載依頼」画面
にて必要事項を入力、求人票登録をお願いい
たします。

なお、求人掲載は施設会員のみとしますが、
求人情報は会員以外でも閲覧可能です。

詳細は愛臨技 HP にてご確認ください。

メールアドレス登録と受信設定のお願い
毎月のらぼニュース配信、当会からの重要な連絡事

項等を配信しています。
登録メールアドレスの変更がありましたら、日臨技

会員ページよりご変更をお願いいたします。
また迷惑メール防止の受信設定をされている方は、

下記のメールアドレスからの受信ができるよう、設定
のほどお願いいたします。

jamt_pref23@sys.jamt.or.jp
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令和4年度 日臨技中部圏支部研修会
「臨床微生物部門研修会」開催案内

「臨床血液部門研修会」開催案内

主催：（一社）日本臨床衛生検査技師会中部圏支部
実務担当技師会：（一社）三重県臨床検査技師会

主催：（一社）日本臨床衛生検査技師会中部圏支部
実務担当技師会：（公社）愛知県臨床検査技師会

専門教科：20点
テ ー マ：ベースアップ！

これは押さえておこう細菌検査
日　　時：11月1日㈫～30日㈬
開催方法：オンデマンド配信
参加方法：日臨技 HP より事前参加申し込み
申込期間：令和4年10月1日㈯～23日㈰

参加費用：1,000円（支払いは銀行振込のみ）
内　　容：詳細は三重県臨床検査技師会 HP をご覧くだ

さい。
事 務 局：
〒513-8630 鈴鹿市安塚町山之花1275-53
鈴鹿中央総合病院　中央検査科　森川 智仁
e-mail：mie_saikin@yahoo.co.jp

※詳細は別途送付するパンフレットもご確認ください。
テ ー マ：「小児期から成人までの血液検査を学ぶ」
日　　時：令和5年1月21日㈯　12：00～16：00

22日㈰　  9：00～12：30
開催方式：ハイブリッド開催（現地＋ LIVE 配信）
場　　所：JA あいちビル

〒460-0003　愛知県名古屋市中区錦三丁目3-8
定　　員：200名（現地100名 +LIVE 配信100名）
受 講 料：5,000円（指定口座へ事前振り込み）
申し込み方法：日臨技 HP より申し込み
申込期間：10月15日㈯～12月15日㈭
プログラム：
≪1日目≫　1月21日㈯

12：00～	 受　付
12：45～	 開講式／オリエンテーション
13：00～13：45	 講演1　『採血を失敗しないためのワ

ンポイント』
講師：藤田医科大学病院　臨床検査部

三浦 信彦先生
14：00～14：45	 講演2　『末梢血所見から血液疾患を

見逃さないために』
講師：藤田医科大学　岡崎医療センター

臨床検査部
西井 智香子先生

15：00～16：00	 講演3　『今から出来る、血球形態標
準化と骨髄像所見の書き方』

講師：東京大学医学部附属病院
検査部　常名 政弘先生

≪2日目≫　1月22日㈰
8：30～9：00	 受　付
9：00～9：50	 講演4　『凝固検査のスペシャリスト

に聞く異常値への対応』
講師：名古屋大学医学部附属病院

医療技術部　臨床検査部門
鈴木 敦夫先生

10：05～11：05	 教育講演1  『小児骨髄不全症の形態
診断』
講師：日本赤十字社愛知医療センター
名古屋第一病院　小児科
濱 麻人先生

11：20～12：20	 教育講演2　『小児骨髄不全症のゲノ
ム解析』
講師：名古屋大学大学院医学系研究科
小児科学　村松 秀城先生

12：20～	 閉講式

問い合わせ先：
藤田医科大学病院　臨床検査部　佐藤 聖子
Tel：0562-93-2307（直通）
FAX：0562-93-3711
Email：s-mano@fujita-hu.ac.jp 

先月らぼニュース9月号の、「生理研究班の研究会」にて開催時間の記載漏れがございました。
日　　時：10月15日㈯　15：00～17：00
となります。誠に申し訳ございません。

お詫びと訂正

32022.10



専門教科：20点（レポート提出者に限る）
閲覧期間：12月3日㈯～11日㈰
参加方法：日臨技 HP から事前参加登録（愛知県に限る）

11月4日㈮～26日㈯
＊視聴方法は後日メールにて配信

参加費用：なし
レポート：12月16日㈮　締切
配信方法：オンデマンド配信
講　　演：「新しい持続血糖測定検査の臨床的利用」

杢野医院　院長　杢野　武彦
一般演題：

１．ヘルペス脳炎の脳波から診た経時的変化
成田記念病院　瀧川　恵理

２．病理検体取り扱い時の工夫
豊川市民病院　山内　美有

３．糖尿病療養指導における臨床検査技師としての取
り組み� 豊橋市民病院　神藤　　駿

４．健診診断での腹部超音波健診における非アルコー
ル性脂肪肝の現状と課題� 青山病院　物部　里郁

司　　会：	第39回愛臨技東三河地区研究会　会長　関谷　明美
内　　容：昭和58年から続いてきた東三河地区研究会

も、感染症の流行で近年は中断や Web 開催となりま
したが、本年は従来の一般演題発表の場としてオンデ
マンド開催いたします。

外来医療費の1位2位は糖尿病と慢性腎臓病が占め
るとも言われていますが、コロナ禍を経ることで却っ
て健康志向が高まり、健康寿命を延ばすための取り組
みが各地で盛んに行われています。

講演としまして豊橋市の杢野医院 院長 杢野武彦先
生に糖尿病関連のお話をしていただくことにしまし
た。どうぞご視聴ください。

第39回東三河地区 (オンデマンド配信 )

基礎教科：20点
閲覧期間：11月21日㈪～30日㈬
参加方法：日臨技 HP から事前参加登録（愛知県に限る）

10月15日㈯～11月10日㈭
＊視聴方法は後日メールにて配信

参加費用：なし
レポート：12月3日㈯　締切
配信方法：オンデマンド配信
テ ー マ：品質管理の知識を深めよう
講　　演：
１．「ISO15189と新施設認証制度の比較」

アボットジャパン合同会社　診断薬・機器事業部
カスタマーエクスペリエンス東日本営業本部　澁谷　康夫

２．「生理分野における品質管理～ ISO 取得体験レポート～」

JA 愛知厚生連　江南厚生病院　小島　光司
司　　会：� 社会医療法人大雄会　総合大雄会病院　西谷由美子
内　　容：

内部・外部精度管理を行い、品質が担保された良
質な検査結果を臨床に提供することは重要であり、
ISO15189を取得する施設も増えてきています。また
日臨技では2022年6月1日より「臨床化学」および「血
液」部門のみによる審査基準を改め最大10部門まで拡
大する品質保証施設認証制度が始まりました。そこで、
今回は ISO15189取得のサポートを行っているメー
カーより ISO15189と品質保証施設認証制度につい
て、実際に取得された施設からは取得までの経緯や苦
労話をお話しいただきます。ISO15189、品質保証施
設認証制度にご興味がある方、また取得へ向けて動い
ている方の参考になればと思い企画しました。ぜひご
視聴ください。

尾張西地区 (オンデマンド配信 )

専門教科：20点
（認定一般検査技師認定センター単位承認研
修会20単位取得申請中）

日　　時：11月13日㈰　9：00～16：30
参加方法：日臨技 HP から事前参加登録

10月1日㈯〜15日㈯
※定員になり次第締め切り
※参加費用支払い方法は後日メールにて配信
※備考に「認定一般検査技師資格」の有無を記
載。（認定参加証必要者は必ず記入してくださ
い。後日申し出の発行はできません。）

定　　員：60名
参加費用：県内会員4,000円、県外会員5,000円、非会員6,000円
場　　所：藤田医科大学3号館（医療科学部）
テ ー マ：匠の技術を学ぶ、尿沈渣！関節液！髄液！

《午前》
講　　師：

１．髄液細胞の算定方法
JA 愛知厚生連 豊田厚生病院　伊藤　彰洋

２．スライドカンファレンス
修文大学医療科学部　岩﨑　卓識
公立西知多総合病院　服部　　聡

司　　会：藤田医科大学病院　長嶌　和子
《午後》

３．尿沈渣鏡検実習
４．関節液鏡検実習
５．髄液細胞数算定実習
内　　容：班員とディスカッションしながら尿検査につ

いて学び、沈渣判読技術のレベルアップを図りましょ
う。また今年度より保険収載された関節液検査につい
て結晶分類を重点的に実習します。髄液検査では班員
と一緒に細胞数算定を行います。

一般検査研究班

地 区 研 究 会

地 区 研 修 会

基 礎 講 座
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専門教科：20点
日　　時：12月4日㈰　9：00～12：00
参加方法：日臨技 HP から事前参加登録

10月3日㈪～11月4日㈮
備考欄に経験年数、施設の超音波検査装置、
希望描出断面を入力してください。

定　　員：32名
※但し、定員になり次第締切りとさせていた

だきます。また、同一施設からの多数の参
加はご遠慮ください。
申し込み状況により、こちらで調整させて
いただく場合があります。

実技講習費用：4,000円（PassMarket にて事前支払い）
※ PassMarketチケット購入用URLは後

日メールにて配信
対　　象：経験年数1年未満対象
場　　所：日本赤十字社愛知医療センター　名古屋第二病院

※感染状況に応じて、開催方法等を変更する
可能性があります。

テ ー マ：	心臓超音波検査の基礎 『ポイントをおさえよう！』
内　　容：講演、実技講習会

１．基本断面の描出ポイント
総合大雄会病院　水内　早紀

２．断層法での基本計測のポイント
名古屋掖済会病院　花井甲太郎

３．ドプラ法での基本計測のポイント
JA 愛知厚生連江南厚生病院　小島　光司

４．壁運動評価のポイント
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院　海老名祐佳

５．右心機能評価のポイント
JA 愛知厚生連安城更生病院　犬塚　　斉

【実技講習会】
超音波装置1台につき4名1グループ。
受講者の学びたい内容を実習します。
実技講師：生理検査研究班班員

＊受付完了後、受領メールをお送りいたします。受領
メールが届かない場合は「問合わせ先」のアドレスま
でご連絡ください。『初心者コース』と『初級者コー
ス』のお申込み間違いには十分ご注意ください。

問合わせ先：日本赤十字社愛知医療センター
名古屋第二病院　海老名祐佳

Email：ebi@nagoya2.jrc.or.jp

専門教科：20点
日　　時：12月4日㈰　13：00～16：00
参加方法：日臨技 HP から事前参加登録

10月3日㈪～11月4日㈮
備考欄に経験年数、施設の超音波検査装置、
希望描出断面を入力してください。

定　　員：32名
※但し、定員になり次第締切りとさせていた

だきます。また、同一施設からの多数の参
加はご遠慮ください。
申し込み状況により、こちらで調整させて
いただく場合があります。

実技講習費用：4,000円（PassMarket にて事前支払い）
※ PassMarketチケット購入用URLは後

日メールにて配信
対　　象：経験年数3年未満対象
場　　所：日本赤十字社愛知医療センター　名古屋第二病院

※感染状況に応じて、開催方法等を変更する
可能性があります。

テ ー マ：	心臓超音波検査の基礎 『ポイントをおさえよう！』
内　　容：講演、実技講習会

１．基本断面の描出ポイント
総合大雄会病院　水内　早紀

２．断層法での基本計測のポイント
名古屋掖済会病院　花井甲太郎

３．ドプラ法での基本計測のポイント
JA 愛知厚生連江南厚生病院　小島　光司

４．拡張能評価のポイント
藤田医科大学病院　中村　和広

５．プラスα断面のポイント
小牧市民病院　岸　久美子

【実技講習会】
超音波装置1台につき4名1グループ。
受講者の学びたい内容を実習します。
実技講師：生理検査研究班班員

＊受付完了後、受領メールをお送りいたします。受領
メールが届かない場合は「問合わせ先」のアドレスま
でご連絡ください。『初心者コース』と『初級者コー
ス』のお申込み間違いには十分ご注意ください。

問合わせ先：日本赤十字社愛知医療センター
名古屋第二病院　海老名祐佳

Email：ebi@nagoya2.jrc.or.jp

生理検査研究班　初心者コース 生理検査研究班　初級者コース

専門教科：20点
日　　時：11月19日㈯　15：00～17：00
参加方法：日臨技 HP から事前参加登録

10月15日㈯～11月12日㈯
定　　員：120名
参加費用：なし
場　　所：日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院　研修ホール

＊感染状況に応じて、開催方法等を変更する
可能性があります

テ ー マ： プロフェッショナルに聞いてみよう！
明日から試したくなる腹部エコー

講　　師：
１．知っておくべきドプラ・造影エコー法の基礎

藤田医科大学病院　笹木　優賢
２．知っておくべき肝線維化・脂肪化評価法の基礎

藤田医科大学　医療科学部　刑部　恵介
司　　会： 愛知医科大学病院　淀川　千尋
内　　容：超音波検査は低侵襲検査法であり、装置のボ

タンを一つ押せば各臓器や腫瘤の血流動態を観察する
ことができ、造影剤を注入すれば肝腫瘤の評価をする
ことができます。さらに装置の進歩により、肝線維化
や脂肪化の評価も可能となりました。そこで今回は各
検査法の基本として基礎や手技、各手法の評価法を学
び、明日からの業務に活かせる研究会を企画しました。
是非ご参加ください。

生理検査研究班

研 究 会

52022.10



会員の業績紹介の一つの方法として、らぼニュースにて論文、書籍執筆（分担執筆を含む）などの紹介掲
載を受け付けます。自薦・他薦は問いません。

掲載を希望される方は愛臨技 HP【会員サイト】（各種手続き）に申請書、手続き方法を掲載してあります
のでご覧いただき、お申し込みください。 愛臨技HP

会員執筆物の紹介原稿募集します！

ボランティア募集について2022年度
全国「検査と健康展」

一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会は、臨床検査についての正しい知識とその普及・ 啓発を行うことを目的に、
毎年11月を「臨床検査と健康・普及啓発月間」と定め、平成25年度より、全国「検査と健康展」を都道府県技師会と共
に全国展開しています。本年度、愛臨技におきましては感染防止対策を講じたうえ、下記の要領で開催することに
なりました。

つきましては、愛臨技会員から参加者の受付や案内、体験実務などのボランティアを募集いたします。是非とも
ご協力をお願いいたします。

日　　時：11月13日㈰
10：00～15：00（集合時間9：00予定）

場　　所：アイ・モール三好　1Ｆ
セントラルコート東側通路スペース

事業内容：
①臨床検査紹介・検査体験コーナー

・臨床検査技師業務紹介
・検査体験

超音波診断装置を使用体験
顕微鏡での細胞観察（末梢血）
新型コロナウイルス関連検査

（キット展示、手指衛生チェックなど）
②衛生及び検査に関わる指導や実技

・無料検査（骨密度、血管年齢等）
・臨床検査技師による健康アドバイス
主　　催：一般社団法人日本臨床衛生検査技師会、公益社団法人愛知県臨床検査技師会
共　　催：日本臨床検査専門医会、日本臨床検査振興協議会
後　　援：厚生労働省、日本医師会、日本看護協会、日本病院会、全日本病院協会、日本臨床検査医学会、

日本臨床検査薬協会、日本臨床検査薬卸連合会、日本衛生検査所協会

【検査と健康展　開催概要】

募集要項：20人程度、交通費及び食費支給、事前会議（1回を予定）
申込方法：愛知県臨床検査技師会ホームページより登録となります。
申込方法：①会員番号、②氏名、③施設名（自宅会員は住所および電話番号）、④メールアドレス
生涯教育履修点数 ：基礎教科　20点
申込締切：10月25日㈫
問い合わせ先：〒471-8513　豊田市平和町1-1

トヨタ記念病院　臨床検査科　和出　弘章（ワデ　ヒロアキ）
TEL：0565-28-0100（内線2719）
E-mail：hw_0317@yahoo.co.jp

【ボランティア　募集概要】
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